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⑥平和都市宣言

(60.12.3)

12．1 世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をはらみ、
鍼に璽慮にたえない。

わが国は唯一の被煙国として、核兵關の恐ろしさと、被爆者のそ
しみを全世界の人々 に脈え、再び広囲・長笥の惨禍を繰り返してIi
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るだめ、いかなる国のいかなぞ
核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和凱市を宣言する。
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市
長
福
嶋
浩
彦

我
孫
子
駅
北
口
の
区
画
整
理
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
に
歩
道
部
分
や
駅
前
通
り
の
整
備

も
南
口
と
同
様
、
エ
事
に
請
手
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
と
と
も
に
、
区
域
を
東
西
に
横

し
て
以
来
、
長
年
が
経
過
し
て
た
い
へ
ん
厳
し
い
財
政
状
況
で
断
す
る
都
市
計
画
道
路
な
ど
の

い
ま
す
。
遅
れ
て
い
る
要
因
は
す
が
出
来
る
か
ぎ
り
の
予
算
を
投
完
成
を
急
ぎ
ま
す
。

南
口
と
は
少
し
異
な
り
、
地
形
入
し
て
、
安
全
で
快
適
な
都
市
環
残
っ
て
い
る
建
物
移
転
の
交

上
の
問
題
か
ら
全
域
で
切
土
や
境
の
実
現
の
た
め
、
１
日
も
早
い
渉
は
、
私
も
関
係
者
の
皆
さ
ん

盛
土
が
必
要
で
、
エ
率
に
多
く
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
と
直
接
お
会
い
す
る
機
会
を
増

の
時
間
と
費
用
を
要
す
る
た
め
今
年
度
は
駅
前
広
場
の
車
道
部
や
し
、
早
期
に
解
決
し
た
い
と

で
す
。
分
が
完
成
し
、
危
険
だ
っ
た
駅
周
考
え
ま
す
。

｜
し
か
し
区
画
整
理
事
業
の
遅
辺
の
交
通
は
以
前
よ
り
改
善
き
れ
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
厨
の
ご

一
れ
が
、
補
償
費
墹
加
な
ど
で
市
る
と
思
い
ま
す
。
来
年
度
以
降
、
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

も
り
■
６
１
。
■
ｑ
Ｕ
二
日
可
Ｑ
ｂ
ｑ
も
６
９
口
■
■
ｑ
Ｂ
ｂ
ｑ
Ｇ
・
日
可
？
Ｂ
Ｕ
ｂ
ｂ
ｑ
Ｑ
も
■

含串圓は露踊子刷北回
駅前底渇壱中心に雪燗

１
日
も
早
い
完
成
を
め
ざ
し
て

鰹

我
孫
子
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
刑
月
末
ま
で
に

駅
前
広
場
の
車
道
部
分
が
完
成
す
る
な
ど
、
工
事
が
進
ん
で

き
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
、
今

後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
都
市
改
造
課
Ⅱ

ｂ
ｑ
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０
■
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ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｕ
句
０
５
も
凸
日
も
《
■
甲
。
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６
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０
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我
孫
子
駅
北
口
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
駅
北
口
の
開
設
当
初
に

周
辺
の
無
秩
序
な
宅
地
化
が
進
む

傾
向
が
見
ら
れ
た
た
め
、
街
区
を

整
え
、
駅
前
広
場
や
街
路
、
公
園

等
を
先
行
的
に
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
快
適
で
利
用
し
や
す
い
街

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
壷
同
区
画
整
理

事
業
に
お
け
る
建
物
移
転
は
、
九

分
ど
お
り
進
み
、
移
転
が
必
要
な

建
物
は
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
て
い

ま
す
。工
事
に
つ
い
て
は
、
駅
前
広
場

が
歩
道
部
分
に
暫
定
整
備
部
分
が

あ
る
も
の
の
完
成
し
、
残
っ
て
い

る
主
な
エ
率
と
し
て
は
、
区
画
整

理
区
域
内
を
東
西
に
横
断
す
る
都

市
計
画
道
路
３
．
４
．
加
号
線
の

一
部
分
と
、
こ
の
都
市
計
画
道
路

南
側
に
お
け
る
街
区
・
街
路
整
備

無
秩
序
な
開
発
を
防

ぐ
た
め
に
ス
タ
ー
ト

駅前広場。駅前通り完成予想図

現
在
ま
で
の
経
過

都市計画道路3°4°20号線

に．

歩道部易

(カラーブ

分Y

ブロック1
繍装）

皿
月
末
ま
で
に
、
一
部
の
箇
所

を
除
い
て
、
駅
前
広
場
と
こ
れ
に

通
じ
る
駅
前
通
り
が
暫
定
的
に
完

成
し
ま
し
た
（
左
図
参
照
）
。

こ
れ
に
よ
り
、
車
の
流
れ
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
朝
夕
の
ラ
ッ
・
ン

１
時
に
お
け
る
混
雑
が
緩
和
さ
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
事
業
と
し
て
は
、
駅
前

広
場
の
整
備
工
事
を
中
心
と
し
て
、

広
場
の
完
成
に
よ
り

通
行
が
ス
ム
ー
ズ
に

と
な
り
ま
し
た
。

本
工
率
着
工
以
来
、
ｎ
年
が
経

過
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
①

区
域
内
の
地
形
が
北
側
に
大
き
く

傾
斜
し
て
い
る
た
め
、
全
域
に
わ

た
っ
て
切
土
や
盛
土
な
ど
の
造
成

工
事
が
必
要
な
こ
と
②
大
還
な
盛

土
の
た
め
、
地
錐
の
安
定
に
相
当

な
期
間
が
か
か
る
こ
と
③
朝
夕
の

通
勤
・
通
学
時
の
混
雑
な
ど
交
通

に
配
慮
し
た
工
事
手
順
が
必
要
な

こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

ロ
噛定通行部分

』

〆

我孫子駅

蟻現在のところ、駅前広場から並木方向へは相互通行
ですが、完成後は通り抜けできなくなります．
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平
成
８
年
度
事
業
と
し
て
は
、

駅
前
を
中
心
に
建
物
移
転
を
進
め

る
と
と
も
に
、
３
カ
所
の
街
路
新

設
、
ｎ
カ
所
の
街
区
整
備
工
率
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

駅
前
通
り
、
お
よ
び
駅
前
広
場

の
歩
道
未
整
備
部
分
に
つ
い
て
は
《

８
年
度
か
ら
順
次
霊
整
備
を
進
め

て
い
く
計
画
で
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
３
．
４
．

ｍ
号
線
の
残
り
の
部
分
に
つ
い
て

も
、
駅
前
通
り
東
側
と
一
体
蜷
備

と
な
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
早

３
カ
所
の
区
画
街
路
新
設
、
ｍ
力

所
の
街
区
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す

（
下
図
参
照
）
。

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

区
画
整
理
区
域
内
に
お
け
る
違
法

駐
車
や
、
歩
道
な
ど
へ
の
自
転
車

放
鍾
を
し
な
い
よ
う
、
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
昭
和
佃
年
７
月

北
口
土
地
区
画
整
理
に
つ

い
て
の
説
明
会
開
催

＊
昭
和
釦
年
７
月

事
業
計
画
決
定

＊
昭
和
認
年
６
月

実
施
計
画
承
認

＊
昭
和
弱
年
廻
月

本
工
事
着
工

＊
平
成
６
年
抓
月

都
市
計
画
道
路
３
．
４
・

加
号
線
の
一
部
が
完
成

＊
平
成
７
年
Ⅷ
月

駅
前
広
場
が
暫
定
完
成

こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み

く
エ
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

区
域
全
体
の
完
成
は
遁
年
度
に

予
定
し
、
駅
前
通
り
西
側
を
、
年

度
ま
で
に
、
駅
前
通
り
東
側
の
Ｄ

マ
ー
ト
我
孫
子
店
周
辺
を
狸
年
度

ま
で
に
整
備
で
き
る
主
フ
、
急
ピ

ッ
チ
で
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

事
業
完
成
ま
で
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
改
造
課
壷

（
顕
）
１
１
７
１

北口土地区画整理事業
整備状況

戸

区画整理区域

■■■
平成6年度以前
整備済み部分

［司

平成7年度
整術部分

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

図
区
画
整
理
と
は

肝
臓
撫
職
繍
鯛

メ
路
・
公
園
な
ど
を
整
備
す

ち
る
こ
と
に
よ
り
、
住
む
人

が
快
適
に
暮
ら
し
、
訪
れ

〃
§
る
人
が
利
用
し
や
す
い
街

と
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
す
。

即
区
離
か
瀧
誰
鯛
、

ら
一
定
の
土
地
を
提
供

（
減
歩
）
し
て
い
た
だ
き
、

用
地
を
確
保
し
ま
す
。

｜
I

平成8年度以降
整備予定部分 や柏 天王台吟 １

１

下総基地の米軍機使用絶対反対
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今

胆
月
４
日
（
月
）
か
ら

10

日
（
日
）
ま
で

司

隆春

週

詞I

大
切
な
こ
と
だ
か
ら
み
ん
な
で
考
え
よ
う
ね

ｈ
、

1－

毎
年
哩
月
４
日
か
ら
、
日
ま
で
係
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
支
局
と
柏
人
権
擁
謹
委
貝
協
議
会

は
「
人
椎
週
間
」
で
す
。
の
機
会
に
、
人
権
に
つ
い
て
み
ん
で
は
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

人
間
は
、
だ
れ
で
も
「
幸
福
な
な
で
考
え
て
見
ま
せ
ん
か
。
し
ま
す
。
饗
用
は
無
料
で
す
の
で
、

生
活
を
送
る
権
利
」
を
持
っ
て
い
今
年
の
人
権
週
間
の
強
調
事
項
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
こ
れ
が
人
権
と
い
わ
れ
る
は
左
配
の
５
つ
で
す
。
互
い
に
▼
日
時
哩
月
４
日
（
月
）
午
前
、

も
の
で
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
〃
思
い
や
り
の
糖
神
″
を
忘
れ
ず
、
時
か
ら
午
後
３
時

め
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
人
権
を
尊
重
し
あ
っ
て
毎
日
を
明
▼
場
所
市
役
所
西
別
館
３
階
市

権
利
で
す
。
だ
れ
も
が
、
幸
福
で
る
く
架
し
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
民
相
談
室
（
市
民
会
館
横
）

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
も
の
で
す
。
▼
相
談
内
容
い
じ
め
や
親
子
．

印
鑑
登

の
交

カ
ー
ドを

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
迂
録
証
市
役
所
市
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ

明
番
の
自
動
発
行
シ
ス
テ
ム
が
平
く
だ
さ
い
。

成
８
年
１
月
９
日
灸
）
か
ら
ス
タ
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
課
容
孟
）

ｌ
ト
す
る
の
に
伴
い
、
既
に
印
鑑
１
１
１
１
内
線
３
１
７

登
録
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

今
日
か
ら
登
録
証
の
交
換
等
の
業

務
を
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
は
現
行
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
カ
ー
ド
を
磁
気
カ
ー
ド
に
換

え
る
も
の
で
、
自
動
発
行
機
の
使

純
誰
褐
蠅
判
幡
鰹
特
設
人
権
相
夫
婦
・
扶
養
・
相
続
等
の
家
庭
間
▼
馴
創
馴
馴
劃
劉
馴
軋
抑
縣
稚
粥
難
癖
篭
蛎
一
踊
や
、
ム
フ
ソ
糸
偏
／

権
を
尊
重
し
、
互
い
に
相
手
の
立
談
所
を
開
設
麺
珂
誰
別
蝿
稚
の
人
権
問
題

（
理
１
１
１
１
い
し
ま
す
。
県
で
は
、
今
日
か
ら
「
千
葉
年

場
を
よ
く
考
え
て
豊
か
な
人
間
関
期
間
中
、
千
葉
地
方
法
務
局
柏
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
交
換
の
み
の
場
合
は
代
理
人
で
金
相
談
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を

相談を実施税特別納
日時：12月16日(土）・17日(日）

午前9時から午後4時

場所：市役所本庁収税課・国保年金課

収
税
課
と
国
保
年
金
課
で
は
、

仕
事
な
ど
で
平
日
に
窓
口
へ
来
ら

れ
な
い
方
を
対
象
に
、
市
税
（
市
．

県
民
税
、
固
定
責
産
税
、
軽
自
動

車
税
）
・
国
民
健
康
保
険
税
の
特

別
納
税
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い

▼人権擁謹委員

年

年畳

の

も
可
能
で
す
が
、
受
領
印
と
切
替
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

申
諭
書
に
登
録
者
の
生
年
月
日
等
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

を
明
記
で
き
る
こ
と
が
必
要
に
な
▼
開
殴
日
時
今
日
か
ら
土
咄
・

り
ま
す
。
日
咄
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

な
お
、
自
動
発
行
機
を
使
用
す
く
毎
日
、
午
前
９
時
か
ら
ｎ
時
訓
▼
業
務
内
容
＊
年
金
に
関
す
る

る
場
合
は
暗
証
番
号
の
壷
録
が
必
分
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
相
談
＊
年
金
額
の
試
算
等

要
と
な
り
、
本
人
以
外
は
手
続
き
▼
場
所
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
▼
問
い
合
わ
せ
同
セ
ン
タ
ー
壷

で
き
ま
せ
ん
。
４
の
配
〈
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
徒
歩
５
分
）
０
４
３
言
４
１
）
１
１
６
５

必
要
密
類
等
、
詳
し
く
は
ｎ
月

略
日
号
の
広
報
を
ご
覧
に
な
る
か
、

特
別
警
戒
取
締
り

交
通
事
故
防
止
運
動

ま
す
。
＊
不
必
要
な
商
品
は
般
初
か
ら
き
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
交
通
事
故
防
止
運

当
日
猛
付
も
毒
拝
ま
す
特
別
警
戒
取
締
り
然
と
し
悉
零
断
る
。

動
を
実
施
し
ま
す
。

の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
〈
バ
イ
ク
・
自
転
車
の
盗
難
に
注
交
通
魁
の
増
加
に
伴
う
道
路
の

く
だ
さ
い
。
年
の
瀬
は
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、
意
〉
混
雑
に
加
え
飲
酒
の
機
会
も
多
く

▼
日
時
返
月
妬
日
主
）
．
Ⅳ
日
毎
年
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
が
多
発
＊
バ
イ
ク
や
自
転
車
に
は
鍵
を
か
な
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
予
想

（
且
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
し
て
い
ま
す
。
け
、
放
澄
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

▼
場
所
市
役
所
本
庁
収
税
課
お
女
性
の
一
人
歩
き
を
ね
ら
う
と
と
も
に
、
住
所
・
氏
名
を
必
ず
が
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

よ
び
国
保
年
金
課
「
ひ
っ
た
く
り
」
や
人
混
み
の
中
明
記
し
ま
し
ょ
う
。
り
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
交

塞
当
日
は
市
役
所
閉
庁
の
た
め
、
で
の
「
ス
リ
」
、
外
出
時
の
鍵
の
＊
盗
難
に
術
え
、
自
転
車
は
販
売
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

正
面
玄
関
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
か
け
忘
れ
を
狙
う
「
空
き
巣
」
な
店
な
ど
で
防
犯
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
①
飲
酒
・
無
謀
運
転
の
追
放

聯
風
玄
関
全
図
参
照
）
を
ご
利
ど
の
ほ
か
、
次
の
こ
と
に
も
注
意
（
７
年
間
有
効
で
５
１
５
巴
②
、
ン
Ｉ
ト
ベ
ル
ト
諦
用
の
徹
底

用
く
だ
さ
い
。
し
て
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
③
違
法
駐
車
の
追
放

▼
問
い
合
わ
せ
収
税
課
霊
ま
し
よ
う
。

交
通
事
故
防
止
運
動
④
歩
行
者
自
転
車
利
用
者
の
交

孟
）
５
８
４
３
・
国
保
年
金
課
〈
悪
質
な
肪
問
販
売
に
注
意
〉
通
事
故
防
止

垂
（
理
４
３
８
０
（
い
ず
れ
も
＊
不
用
意
に
家
の
ド
ア
な
ど
を
開
年
末
年
始
の
期
間
中
〃
一
杯
だ
圏
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
霊

当
日
に
限
る
）
け
な
い
。
け
心
の
軽
さ
が
亜
い
事
故
“
を
〈
唖
１
１
１
１

浅
間
前
新

L

山
口

ロ
ｰ

叩
民
農
’

雪

旭
月
旧
日
（
金
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
応
募
を

▼
利
用
期
間
平
成
８
年
４
月
１
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往

日
（
月
）
か
ら
平
成
加
年
３
月
釧
日
復
ハ
ガ
キ
（
電
話
は
不
可
）
に
住

（
火
）
ま
で
の
２
年
間
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

▼
使
用
料
年
額
９
０
０
０
円
番
号
、
市
民
農
図
名
・
利
用
番
号

（
２
年
間
で
１
万
８
０
０
０
円
）
（
現
在
使
用
し
て
い
る
方
）
を
明

▼
応
募
区
画
１
１
３
区
画
記
し
、
哩
月
妬
日
（
金
・
消
印
有

▼
利
用
で
き
る
方
市
内
在
住
者
効
）
ま
で
に
我
孫
子
１
８
５
８
市

禿
だ
し
商
野
山
ふ
れ
あ
い
市
民
役
所
農
政
課
壷
（
唖
１
１
１
１
へ

展
園
の
利
用
者
を
除
く
）
（
応
募
ハ
ガ
キ
は
個
人
お
よ
び
１

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
世
帯
に
つ
き
１
通
に
限
る
）

骨
醗圓
一＝

（

ン
ク
に
登
録
を

掴
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
普
及
推
進
月
間

哩
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
普
及
推
進
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
骨
髄
バ
ン

月
間
で
す
。
白
血
病
な
ど
の
血
液
ク
で
は
骨
髄
を
提
供
し
て
い
た
だ

の
病
気
を
治
す
に
は
、
骨
髄
移
植
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

が
必
要
で
す
が
、
移
植
の
た
め
に
骨
髄
移
植
を
必
要
と
す
る
患
者

は
骨
髄
提
供
者
と
の
白
血
球
の
型
を
救
う
た
め
に
、
多
く
の
皆
さ
ん

宜
Ｌ
Ａ
）
が
一
致
し
な
け
れ
ば
な
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
が
▼
問
い
合
わ
せ
（
財
）
骨
髄
移
植

一
致
す
る
の
は
、
血
縁
関
係
が
な
推
進
財
団
壷
０
１
２
０
（
３
７
７
）

い
と
数
万
人
に
一
人
と
い
わ
れ
て
４
６
５
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
と

,市税。|国民健康保険税
n哩墾墾占鑿竺坐呂竺一

島
の
博
物
随
●

一
一

取
手４
１
県
迅
岨
田

・
我
圧

子
韓

＝

IU
沼局

市民会随

一
一

ー

日
ロ
▼
４

■

I

闇

I 旧■1

I丘否I

枢
月
Ⅲ
日
（
日
）
か
ら
平
成
８
年
１
月
３
日
（
水
）
ま
で

鬼
澤
三
郎

表
て
る
子

別
府
孝
子

の
ぷ

石
井
靖
男

り
ょ
う
じ
ゅ
ん

田
中
鼠
純

氏
名

我
孫
子
５
６
３
の
皿

白
山
３
の
５
の
”

船
戸
２
の
９
の
犯

布
佐
２
２
２
４

青
山
１
６
２
住
所

（
腿
）
２
０
６
１

（
蹄
）
０
３
９
６

（
弘
）
２
３
２
０

（
的
）
２
３
５
１

（
鯛
）
２
５
５
８

電
賭

ハンターの皆さんへ

を〃の
平成8年2月15日(木)まで狩猟解禁

止＊
足
場
の
悪
い
場
所
の
移
動
や

猟
場
へ
の
移
動
な
ど
に
は
、
必

ず
脱
包
を
し
ま
し
ょ
う
。

＊
撃
つ
と
き
に
は
、
十
分
に
前

方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

＊
猟
場
へ
の
行
き
帰
り
な
ど
、

銃
・
実
弾
の
紛
失
・
盗
難
防
止

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
残
火
薬
類
の
処
遼

狩
猟
期
間
中
は
計
画
的
に
実

弾
を
峨
入
し
、
残
火
薬
類
を
生

じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

来
年
の
２
月
巧
日
（
木
）
ま
で
、
う
。

全
国
一
斉
に
狩
猟
が
解
禁
さ
れ
◎
猟
銃
場
の
確
潔

て
い
ま
す
。

休
猟
区
、
銃
猟
禁
止
区
域
、

ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
狩
銃
猟
制
限
区
域
を
把
握
し
、
事

猟
期
間
中
次
の
こ
と
に
気
を
つ
故
の
な
い
狩
猟
を
し
ま
し
ょ
う
。

け
て
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察

署
生
活
安
全
課
霊
（
聖
０
１
１

，
つ◎
狩
猟
中
の
事
件
・
事
故
の
防
０

利用者
募集

罰膿

’

中小企業の皆さんへ

設備近代化資金・設備

貸与制度のご利用を
ご
利
用
下
さ
い
。

設
備
近
代
化

資
金
制
度

設
備
貸
与
制
度

機
械
・
設
備
等
を
（
財
）
県
中

経
営
合
理
化
の
た
め
に
機
械
設
小
企
業
振
興
公
社
が
代
わ
っ
て

を
近
代
化
す
る
と
き
、
県
が
経
峨
入
し
、
長
期
か
つ
低
利
で
設

憐
診
断
を
行
っ
て
直
接
、
長
期
無
術
貸
与
し
ま
す
。

利
子
で
査
金
融
査
し
ま
す
。
▼
貸
与
限
度
額
３
５
０
０
万

▼
対
象
国
の
指
定
す
る
機
械
金
円
穴
イ
テ
ク
機
器
６
０
０
０

属
工
業
・
軽
工
業
・
繊
維
工
業
．
万
円
）

挫
林
水
産
業
・
小
売
業
・
卸
売
▼
貸
与
の
方
法
割
賦
、
リ
ー

業
・
そ
の
他
の
業
諏
に
属
す
る
企
ス
六
イ
テ
ク
機
器
に
限
る
）

業
で
、
現
在
の
事
業
を
原
則
と
し
▼
貸
与
損
料
等
＊
訓
啄
：
年

て
１
年
以
上
行
っ
て
い
る
企
業
３
・
布
％
＊
リ
ー
ス
…
月
額

▼
貸
与
額
設
備
代
金
の
２
分
の
リ
ー
ス
料
率
３
．
０
６
４
％
か

１
以
内
で
４
０
０
０
万
円
ま
で
ら
１
．
４
６
１
％
（
３
年
か
ら

▼
利
子
無
利
子
７
年
）

企
業
繁
栄
の
た
め
に
、
設
備
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
県
▼
問
い
合
わ
せ
県
中
小
企
業

近
代
化
査
金
制
度
や
設
備
貸
与
束
葛
飾
支
庁
商
工
労
政
課
云
０
４
振
興
公
社
設
備
貸
与
課
垂
０
４

制
度
な
ど
公
的
制
度
を
、
ぜ
ひ
７
３
（
里
２
１
１
５
３
（
２
４
２
）
２
１
２
６

h

一
厘
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こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

方
、
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
哩
月
翠
日
（
金
）
午
前
９

時
釦
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
午
前

９
時
巧
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
妬
愚
り
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
日
時
哩
月
１
日
か
ら
晦
日
ま

で
の
毎
週
金
峨
日
、
午
前
９
時
釦

分
か
ら
ｎ
時
釦
分
（
８
日
は
午
後

１
時
か
ら
３
時
）
開
始
、
分
前
に

は
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
産
科
医
の
話
、
妊
婦
体

操
、
妊
娠
中
の
歯
科
衛
生
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
華
記

一
馴

健康ガイド

蕊
母
親
学
級

し
あ
わ
せ
学
級

1胴の日曜･休日当番医
1

伝診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険証と診療費
司

舌
１
０
２
１
６

胃
ロ
－
９
３
６
１

１
０
７
４
８

１
１
１
０
６

電
罪
圭
一
宏
渉

８
８
８
８
８

病・医院名

平和台病院

石橋眼科医院

アビコ外科整形外科病院

成広医院

我孫子東邦病院

小倉外科内科

平和台病院

我孫子つくし野病院

平和台病院

我孫子つくし野病院

アビコ外科整形外科病院

我孫子聖仁会病院

日

身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、

育
児
等
に
つ
い
て
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
峰
に
ご
相
談
を
。

▼
日
程
狸
月
５
日
、
廻
日
、
四

日
の
い
ず
れ
も
火
峨
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
応
分

か
ら
９
時
妬
分
。
：
平
成
７
年
８
月

生
ま
れ
（
通
知
し
ま
す
）

＊
午
前
９
時
妬
分
か
ら
扣
時
釦
分

：
０
歳
か
ら
６
歳
児
で
そ
の
他
相

談
の
あ
る
方

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

窯
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
（
３
か
ら
６
か
月
用
、

９
か
ら
皿
か
月
用
）
を
利
用
し
、

用
具
は
毎
回
、
１
日
・
８
日
は
バ

ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
必
要
）

晦
日
は
歯
ブ
ラ
シ

3日

育
児
相
談

10日

で
17日

82-0165

１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
２
１

１
２
１
２
３
１

１
２
１
２
７
３

－
一
一
一
一
－

９
４
９
４
４
８

８
８
８
８
８
８

23日

24日

28日

29日

30日

31日

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
父
親
、
母
親
の
役

割
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
：
＊
担
月
７
日
（
木
）
．
：
平

成
６
年
５
月
１
日
か
ら
ｕ
日
生
ま

れ
＊
廻
月
叫
日
（
木
）
・
・
・
平
成
６

年
５
月
哩
日
か
ら
瓢
日
生
ま
れ

▼
受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
、
三
親
と
子
の
２
本
）

医
療
機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
平
成
７
年
８
月
生
ま
れ

及
び
鮨
か
月
未
満
で
１
度
も
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

１
歳
ｅ
か
月
児
睦
曄
診
査

おツ

よく

びル

判ク

定リ

Bン

C反

G応

乳
幼
児
の
医
療
費
を
扶
助

市
で
は
、
乳
幼
児
の
疾
病
に

か
か
っ
た
医
療
徴
を
扶
助
し
て

い
ま
す
の
で
申
講
し
て
く
だ
ざ

い
。
な
お
、
所
得
税
の
額
な
ど

に
よ
り
扶
助
額
が
変
わ
り
ま
す

の
で
、
申
講
方
法
等
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
。

▼
対
象
＊
０
歳
児
の
入
院
・

通
院
に
関
す
る
医
療
饗
＊
１

歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
の
幼
児

テレホン

サービス a(87)1141
｜
訓
咋
噛
季
牝
砿
吋
ク
チ
駒
一

生
後
３
か
月
か
ら
”
か
月
ま
で

の
乳
幼
児
は
、
ポ
リ
オ
投
与
を
２

回
済
ま
せ
て
く
だ
き
い
・

▼
日
時
哩
月
過
日
（
火
）
午
後
１

時
通
分
か
ら
２
時
巧
分
受
付

▼
対
象
＊
１
回
目
．
：
平
成
７
年

６
月
以
前
生
ま
れ
＊
２
回
目
…

同
ｍ
月
３
日
以
前
に
１
回
目
を
投

が
継
続
し
て
７
日
以
上
入
院
し

た
場
合
の
医
療
饗

▼
資
格
市
内
に
住
所
を
有
し

保
謹
者
が
医
療
保
険
各
法
に
定

め
る
被
保
険
者
ま
た
は
被
扶
韮

者
で
あ
る
方

▼
申
請
期
間
医
疲
識
を
支
払

っ
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年
以
内

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

ー
念
（
師
）
１
１
３
１

▼
日
程
＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

：
血
月
５
日
（
火
）
＊
判
定
Ｂ
Ｃ

Ｇ
・
・
血
月
７
日
（
木
）

▼
受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
後
１

時
巧
分
か
ら
２
時
晦
分

▼
持
参
予
診
票
、
母
子
健
康
手

帳鐸
．
発
熱
な
ど
心
配
な
時
は
主
治
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
、
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
は
、
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

＝ 小
児
マ
ヒ
生
ワ

（
ポ
リ
オ
）
役

､

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

↑
…

印
鑑

▼
日
時
哩
月
５
日
、
廻
日
、
四

日
の
火
唯
日
、
午
後
１
時
鋤
分
か

ら
３
時
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

▼
内
容
肩
こ
り
腰
痛
予
防
の
体

操
、
食
事
診
断
な
ど

▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

き
る
服
装

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
く
だ
さ
い
。

食
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

高
血
圧
な
ど
で
食
事
療
法
が
必
要

▼
日
時
狸
月
麺
日
（
木
）
、
受
付

は
午
前
９
時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分

▼
対
象
平
成
５
年
４
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
内
容
歯
科
他
診
・
歯
み
が
き

指
導
・
フ
ッ
化
物
塗
布
（
希
望
者
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

※
対
象
児
に
限
り
ま
す
。

与
し
た
方
（
１
回
目
と
２
回
目
の

間
隔
は
６
週
間
以
上
あ
げ
る
こ
と
）

▼
持
参
予
診
票
、
母
子
雌
康
手

脹※
発
熱
な
ど
心
配
な
時
は
、
主
治

医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
対
象
年
齢
内
は
無
料
▼
日
時
哩
月
娼
日
〈
月
）
午
前
、

接種個 別 ■
０
０
０
■
Ⅱ
０
日
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
ｄ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
・
日
■
９
９

栄
養
相
談

肩
こ
り
腰
痛
教
室

ム
シ
歯
予

一三

傷日Z戦
せ『漉
風きア
ー合

風
し
ん

麻
疹
（
は
し
か
）

11

予
防
接
種
名

本
脳
炎

し

ん

生
後
６
月
か
ら
帥
月
・
Ｉ
期
初
回
（
２
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

生
後
吃
月
か
ら
卯
月
・
麻
疹
接
種
後
に
１
回
接
秘

生
後
３
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
３
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

燕
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
極
混
合
を

接
種

生
後
岨
月
か
ら
別
月
。
１
回
接
祇

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

厨
國
切
呪
廃
健
相
談
一

▼
日
時
狸
月
狸
日
（
火
）
午
後
０

時
妬
分
か
ら
１
時
蝿
分

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
４
年
９
月
生
ま
れ

（
該
当
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿
、

３
歳
児
健
康
診
査
票

唖工唾趣エヶF唾もx"垂を1五塁､江p壺虹虻一睡…唾を錘t軍p垂

な
方
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
担
当
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

▼
申
し
込
み
祗
話
予
約
（
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
日
時
狸
月
６
日
（
水
）
午
後
１

ｓ
歳
児
健
康
診
査

一
柏
保
健
所
か
ら

大
腸
か
ん
は
年
々
蛸
加
し
つ

つ
あ
り
、
幻
世
紀
に
は
男
女
と

も
に
雑
怨
率
の
商
い
病
気
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
間
が
ん
や
子
宮
が
ん
な

ど
の
楽
団
検
診
と
同
様
に
、
厚

生
省
も
本
腱
を
入
れ
て
検
診
体

制
を
検
討
し
始
め
ま
し
た
。

現
状
で
は
、
極
々
の
問
迦
が

あ
り
十
分
な
検
診
体
制
が
確
立

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
一
般
の

人
は
人
間
ド
ッ
ク
で
大
腸
検
診

健
康
メ
モ
⑬

、

う
症
講
演
会

達
相
談

▼
日
時
哩
月
幻
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
埠
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▼
内
容
鍵
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

▼
日
時
毎
月
第
２
火
峨
日
午
後

２
時
か
ら
４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

時
か
ら
４
時

▼
対
象
発
達
の
遅
れ
が
心
配
な

２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▼
申
し
込
み
電
話
で
保
健
指
導

課
へ
（
予
約
制
）

時
釦
分
か
ら
３
時
（
受
付
は
１
時

か
ら
）

▼
内
容
骨
組
し
よ
う
症
を
予
防

す
る
た
め
に
（
医
師
の
話
）

▼
持
参
筆
記
用
具
、
健
康
手
帳

▼
申
し
込
み
電
話
で
哩
月
５
日

（
火
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

確
か
に
実
施
し
て
い
な
い
区
域
に

比
べ
て
大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

が
低
下
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
腸
が
ん
や
大
腸
ポ

リ
ー
プ
は
、
大
き
く
な
り
進
行
し

を
受
け
る
か
便
潜
血
テ
ス
ト
で
血

が
鵬
じ
っ
て
い
な
い
か
を
調
べ
る

方
法
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
各
地
で

行
わ
れ
て
い
る
集
団
検
診
の
実
繊

を
見
る
と
、
実
施
し
た
区
域
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
鱈
み
ご
と
相
談

療
育
相
談

大
腸
が
ん
の

早
期
発
見
・
治
療
を

柏
市
柏
２
５

竃
（
師
）
１
２
５
５ 5

年
末
は
理
月
詔
日
（
金
）
ま
で
、

年
始
は
１
月
４
日
（
木
）
か
ら
で
す

刷
凹
隆
隣
傭
相
談
一

▼
日
時
平
成
８
年
３
月
ま
で
の

毎
月
第
１
か
ら
第
４
金
峨
日
、
受

付
は
午
後
２
時
か
ら
４
時

▼
対
象
梢
神
病
、
精
神
神
経
症

な
ど
、
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
精
神
保
健
相
談
貝
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
）

▼
日
時
哩
月
哩
日
（
木
）
午
前
９

え
た
本
人
や
そ
の
家
族

▼
内
容
梢
神
保
健
相
談
貝
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
）

▼柏保健所年末年始の業務日程 十
分
で
、
陰
性
で
あ
っ
て
も
病
変

が
起
こ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。大
腸
が
ん
の
早
期
や
ポ
リ
ー
プ

の
段
階
で
発
見
で
き
れ
ば
、
ほ
と

な
い
と
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん

下
血
が
一
般
的
な
症
状
で
す
が

早
期
の
大
腸
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ
の

釦
か
ら
釦
パ
ー
セ
ン
ト
は
出
血
し

な
い
た
め
、
潜
血
テ
ス
ト
で
は
不

柏
保
健
所
韓
鰔
の
業
務
日
程

心
の
健
康
相
談

’
腸
内
細
菌
検
査

エ
イ
ズ
検
査 鬮

項
目

一
般
健
康
相
談

水
質
検
査

不
要
犬
猫
引
取
り

難
病
相
談

全
項
目

必
須
項
目

’
理
月
塑
日
（
木
）
ま
で

哩
月
四
日
（
火
）
ま
で

哩
月
型
日
（
木
）
ま
で

狸
月
狸
日
（
木
）
ま
で

ｌ
理
月
哩
日
（
火
）
ま
で

年
末

哩
月
即
日
（
水
）
ま
で

な
お
、
主
な
業
務
の
日
程
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

エ証ズ対策講習会）－ 時
か
ら

▼
対
象
手
足
の
ふ
る
え
等
の
神

経
・
筋
疾
忠
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
申
し
込
み
祗
話
で
狸
月
７
日

（
木
）
ま
で
に
保
健
指
導
課
へ

ん
ど
の
場
合
そ
の
場
で
内
視
鏡

に
よ
る
切
除
で
治
療
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
腹
痛
や
排
便

障
害
な
ど
の
自
覚
症
状
が
著
し

く
な
り
大
腸
が
ん
が
相
当
に
進

行
し
て
し
ま
う
と
、
開
腹
手
術

を
し
な
い
と
切
除
で
き
ま
せ
ん
。

早
期
発
見
・
早
期
浩
療
の
た

め
に
、
心
配
な
症
状
が
あ
る
と

き
は
も
ち
ろ
ん
、
自
覚
症
状
が

な
い
と
き
も
定
期
的
に
専
門
医

で
大
腸
内
視
鏡
検
迩
を
職
極
的

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
壷
（
配
）
５
５
２
５

=

▼
問
い
合
わ
せ
柏
保

健
所
予
防
課
云
（
師
）
１

２
５
５

▼
日
時
哩
月
晦
日

（
金
）
午
後
２
時
釦
分
か

ら
４
時

▼
場
所
柏
公
民
館

（
柏
駅
東
口
徒
歩
５
分
）

▼
内
容
エ
イ
ズ
の
正

し
い
知
識
と
対
応

１
月
ｎ
日
（
木
）
か
ら

１
月
４
日
（
木
）
か
ら

１
月
焔
日
（
火
）
か
ら

と”

夜 間の急病のときは
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寒
さ
も
一
段
と
厳
し
く
な
り
い

よ
い
よ
冬
本
番
。
今
回
は
冬
の
シ

ー
ズ
ン
に
関
す
る
書
籍
を
紹
介
し

ま
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
日
本
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
協
会
）
＊
全
国
ス
キ
ー

場
ガ
イ
ド
配
＊
イ
ン
ド
ア
・
ガ

ー
デ
ン
＊
手
作
り
の
ク
リ
ス
マ

ス
・
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
＊
家
中

み
ん
な
の
ア
ウ
ト
・
ド
ア
セ
ー
タ

ー
＊
こ
れ
な
ら
編
め
そ
う
メ
ン

ズ
ニ
ッ
ト
＊
た
の
し
い
鍋
料
理

＊
す
う
ぷ
＆
シ
チ
ュ
ー
（
葛
西
麗

子
）
＊
露
天
風
呂
の
旅
＊
日

本
１
０
０
の
名
湯

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
楽
し
い
お

話
．
こ
わ
い
お
話
を
し
た
り
し
ま

す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

態
市
民
図
誓
館

鐙
湖
北
台
分
館

態
布
佐
分
館

殿
移
動
図
書
館

▼れ子
、
お
友
だ
ち
と
み
ん
な
で
集
ま

。

日
程
＊
浬
月
７
日
（
木
）
・
鯉

一
霊

|臺書 図
書
館

だ
よ
り

な
し

壷
（
副
）
１
１
１
０

壷
（
師
）
３
０
５
５

壷
（
閉
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９会

’
◎
湖
北
台
分
館

Ⅱ
す
み
絵
Ⅱ

長
寿
大
学
の
皆
さ
ん
の
作
品
展

◎
布
佐
分
館

Ⅱ
絵
画
Ⅱ

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
絵

画
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
作
品
展

か
ｆ
じ
あ
や
こ

▼
作
者
青
山
二
一
滝
絢
子

た
〃
よ
し
た
蕊
つ
ぐ

武
善
忠
次
玉
野
浩
辻
カ
ツ
子

中
西
寒
昏
長
尾
癖
浬
谷
澤
由

日
（
木
）
・
・
・
市
民
会
館
第
４
会
議
室

＊
哩
月
皿
日
（
木
）
…
布
佐
分
館
お

は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
午
後
３
時
鋤
分
か
ら
４

時
ま
で
ミ
ニ
ギ
ャ

そよかせ号(:難:)12月の日程(蕊）
両言閲ｽﾃｰｼｮﾝ名濁所時間(午後)｜

湖北湖北地区公民館1:20～1:50

水131:|馴 峠中峠愈田谷公園2:10～2:40

青山台柴崎台4号公圃|3:00~4:001
平和台布佐南近隣センター|2:00~2:401

木’4新木野|新木児童公園|3:00~4:001
1久寺家|久寺家あけぼの公園|2:00~2:451

金15つくし野|東急ショッピングセンター裏I3:00~4:001
●

6天王台東|天王台東児童公園’2:00~2:50
水201天王台西|浅野谷3号公園3:10~4:00
●-

71白山|三洋電機社宅入口l:30~2:15
木jI聾木|丸石家具駐車場，:30-3:0,田台田池尻公園3:20～4:00口

戸根戸近隣センター2:00～2:40

1金|;,雪《し野東急ｼ・ﾂビﾝグｾﾝﾀ-*3:00~4:00

|‐詞
水 13

屍一一一一二二一

木 14

1
●

15 毎
年
恒
例
の
「
新
春
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
が
湖
北
台
中
学
校
を
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
行
わ
れ
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
平
成
８
年
１
月
型
日

（
且
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止

受
付
：
．
午
前
８
時
釦
分
か
ら
９
時

、
分
、
開
会
式
．
：
午
前
９
時
別
分

閉
会
式
…
午
前
ｎ
時
卵
分

▼
受
付
場
所
湖
北
台
中
学
校

金 紀
子
吉
田
健
一
脇
本
博
信

圏
展
示
期
間
哩
月
７
日
（
木
）
か

ら
”
日
（
水
）
ま
で

似
今
年
の
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

６
・
加 新

春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

水

、_ノ|I
７
・
剛

木

参
加
申
し
込
み
は
胞
月
恥
日
（
水
）
ま
で

８
・
”

金

▼
コ
ー
ス
湖
北
台
中
学
校
周
辺

▼
種
目
・
ス
タ
ー
ト
時
間
（
下
表

参
照
）

▼
出
場
制
限
１
人
１
種
目
（
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
部
を
除
く
）

▼
出
場
資
格
＊
完
走
で
き
る
能

力
を
有
す
る
人
二
般
の
部
は
、

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
１
時
間
以
内
に

完
走
で
き
る
人
）
＊
事
前
に
医

師
の
健
康
診
断
を
受
け
異
常
の
な

い
人
＊
小
・
中
学
生
に
つ
い
て

は
保
謹
者
の
同
意
書
を
提
出
＊

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
は
親
１
人
と
子

ど
も
（
小
学
校
１
年
か
ら
４
年
生

ま
で
）
１
人
で
１
組

▼
参
加
費
一
般
・
壮
年
５
０
０

円
、
小
・
中
学
生
お
よ
び
フ
ァ
ミ

リ
ー
（
１
組
）
１
０
０
円

、
月
皿
日
（
土
）
、
第
鉛
回
東

葛
飾
地
方
中
学
校
駅
伝
競
走
大

会
が
、
野
田
・
松
戸
間
犯
・
２

伽
面
区
間
）
で
ｎ
校
が
参
加

し
て
行
わ
れ
、
我
孫
子
中
学
校

が
中
盤
か
ら
終
盤
に
か
け
て
の

見
事
な
レ
ー
ス
運
び
で
、
２
位

以
下
に
諏
秒
の
差
を
つ
け
１
時

間
型
分
６
秒
で
”
年
ぶ
り
８
回

熟鋤謝⑬

我孫子中学校駅伝部

古
豪
槇
皇
活 ▼

申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
し

込
み
用
紙
（
教
育
委
員
会
体
育
課
、

市
民
体
育
館
、
市
役
所
市
民
課
・

各
支
所
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
巫
月
加
日
（
水
・
必
請
）

▼新春マラソン大会種目目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

昭
和
蛇
年
第
迦
回
大
会
か
ら
爽

回
大
会
ま
で
５
連
願
、
歴
代
優
勝

枝
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位
と
い
う
輝
か

し
い
実
繊
を
持
つ
駅
伝
部
も
、
最

近
は
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
な
ど
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
人
気

に
押
さ
れ
、
部
員
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
男
子
妬
人
と
女
子
８
人
の

詔
人
。
先
譲
後
輩
の
上
下
関
係
も

緩
や
か
で
部
の
雰
囲
気
侭
伸

び
伸
び
と
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は

抜
群
。「

他
校
の
２
倍
の
練
習
を
重
ね

ま
し
た
」
と
監
督
の
山
内
和
利
先

生
。
今
年
の
夏
合
宿
は
、
大
会
に

照
準
を
あ
わ
せ
磐
梯
山
か
ら
さ
ら

に
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
赤
城

山
に
変
更
し
、
連
日
、
早
朝
か
ら

坂
道
の
走
り
込
み
を
こ
な
し
た
ほ

種目距離(km)ス褥箭ﾘ制、
ファミリーの部159：50

5年生男子の部1.510:00

6年生男子の部1．510:10

5年生女子の部1.510:20

6年生女子の部1.510:30

中学生男子(1年)の部3,0
10:40

中学生女子の部3．0

一般(筒校生を含む)男子の部10.0

一般(高校生を含む)男子の部5.0

壮年(40歳以上)男子の部5．0
10:50

一般(高校生を含む)女子の部10.0

一般(高校生を含む)女子の部5．0

壮年(40歳以上)女子の部5．0

中学生男子の部3.010:55

恥
－
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
－
５
－
６
ｌ
７
’
８
－
９
－
珊
一
ｕ
－
ｕ
｜
昭
一
皿

町
磁
‘
ぶ

り
の
優

10:40

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
教
育
委

員
会
体
育
課
、
市
民
体
育
館
、
市

役
所
市
民
課
・
各
支
所
へ
持
参

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
体

育
課
容
（
閉
）
１
１
５
１

か
、
部
員
た
ち
は
、
朝
と
放
課
後

を
合
わ
せ
毎
日
別
～
釦
畑
を
走
る
。

成
果
は
９
月
頃
か
ら
出
始
め
、
大

会
で
は
全
員
が
緊
張
せ
ず
に
そ
れ

ぞ
れ
の
自
己
ベ
ス
ト
を
記
録
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
を
つ
と
め
た
北
田

よ
し
の
り

貴
士
君
（
３
年
）
は
《
「
練
習
は

10:50

／~、

勝
非
常
に
つ
ら
か
っ
た
が
、
つ
ら
い

分
余
計
に
み
ん
な
の
仲
間
意
誠
が

強
く
な
り
ま
し
た
。
」
と
語
る
。

坂
道
の
多
い
第
８
区
で
力
走
し

と
し
た
か

た
新
キ
ャ
プ
テ
ン
の
神
田
智
隆
君

（
２
年
）
は
、
「
来
年
は
今
年
よ

り
も
早
め
に
練
習
を
始
め
、
先
薙

た
ち
が
築
い
た
伝
統
を
守
る
た
め

に
、
一
丸
と
な
っ
て
連
続
優
勝
を

目
指
し
ま
す
」
と
、
喜
び
の
な
か

に
早
く
も
次
の
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ

て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

市
国
際
交
流
協
会
（
Ａ
ｒ
厨
一
ざ

で
は
、
市
内
在
住
の
外
国
人
を
対

象
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
情
報

の
提
供
や
悩
み
事
な
ど
の
相
談
に

応
じ
る
「
外
国
人
相
談
窓
口
」
を

開
設
し
ま
す
。

お
知
り
合
い
の
外
国
人
の
方
に
、

気
軽
に
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＊
哩
月
躯
日
（
土
）
＊

平
成
８
年
１
月
即
日
（
土
）
＊
２

月
ｗ
臼
（
土
）
＊
３
月
妬
日
（
土
）

．
：
い
ず
れ
も
午
後
１
時
釦
分
か
ら

３
時
釦
分
ま
で

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼
問
い
合
わ
せ
市
国
際
交
流
協

会
電
（
配
）
１
２
３
１

一
Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

一
▼
有
料
で
＊
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

一
〈
渡
辺
霊
（
錘
）
４
５
１
３
〉

一
▼
無
料
で
＊
ス
テ
レ
オ
ス
ピ
ー

ー
カ
ー
〈
渡
辺
垂
（
配
）
４
５
１
３
〉

一
＊
料
理
用
プ
レ
ン
ダ
－
．
２
ロ
コ

ー
ン
ロ
胴
鉄
板
〈
宇
佐
美
壷
（
顕
）
３

－
３
０
４
〉

一
Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

一
⑦
⑤
③
信
翻
③
⑪
②
⑪

‐ー一－8＝●~Jq■④一一

短歌

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月13日（必蒲)。ハガキで1人1作に限
ります。応募先我孫子1858市役所広報広聴課
なお、1月1日号の文芸だよりは都合によりお
休みします。

俳句

染谷杲径選山本寛太選

の
こ

山
辮
稚
や
ぽ
つ
り
と
母
の
下
駄
遺
る

一
本
の
大
根
を
さ
げ
妻
帰
る

遠
き
日
の
父
の
面
影
峰
詫
洗
う

や
虫
ひ
だ

山
壁
の
浮
き
出
て
里
の
菊
日
和

醒
遅
に
見
ゆ
る
空
あ
り
鍛
琴
散
る

菊
ま
つ
り
柵
へ
一
歩
の
距
離
た
も
つ

〈
イ
カ
ー
の
腰
に
鈴
の
音
草
紅
葉

こ
ぼ
れ
萩
白
く
浮
か
べ
る
夕
べ
か
な

か
り

古
城
趾
の
わ
れ
も
旅
人
雁
波
る

こ
も
り
が
８

青
空
や
夕
日
の
な
か
の
木
守
柿

晩
秋
の
影
落
し
け
り
道
祖
神

柔
ら
か
き
日
差
し
に
沼
の
秋
深
し

メ
ニ
エ
ル
病
お
ち
つ
き
し
日
の
う
れ
し
く
て
三
輪
車

に
の
り
一
」
み
出
し
に
い
く
田
口
署
子

榧
辮
に
立
ち
し
少
女
の
頬
白
く
愁
ひ
に
似
た
る
ま
な

い
と

ざ
し
愛
し

小
林
直
江

伯
父
の
病
危
機
の
り
越
え
し
細
き
手
を
伯
母
と
握
り

て
吾
跨
り
ゐ
る

関
口
静
江

枝
長
く
左
右
に
張
れ
る
瑞
龍
松
四
○
○
年
経
て
な
ほ

緑
萌
ゆ

公
手
孝
嗣

不
具
に
し
て
美
し
き
詩
と
絵
を
譜
け
り
涙
垂
り
つ
つ

富
弘
美
術
館
め
ぐ
る

馬
場
千
鶴
子

信
挫
路
の
善
光
寺
詣
り
思
ひ
立
ち
ぬ
喜
寿
を
迎
へ
し

つ
ま
い
ざ
心夫
誘
ひ
て
小
出
礼
子

沼
の
ほ
と
り
住
み
つ
き
に
つ
つ
四
十
年
垂
癖
送
り
て

な
な
そ
じ

わ
れ
の
七
十
路
山
口
魁

十
三
夜
散
歩
し
な
が
ら
月
も
叉
一
緒
に
あ
ゆ
む
た
の

し
い
ひ
と
と
き

寺
岡
た
え
子

辿
難
碑
を
ふ
り
向
き
も
せ
ず
マ
イ
カ
ー
の
登
り
行
く

か
ｆ
セ
ヮ

な
り
一
の
倉
沢
黒
川
和
成

さ
む
え

木
洩
れ
日
の
さ
し
込
む
境
内
掃
く
僧
の
作
務
衣
の
肩

に
落
葉
舞
ひ
落
つ
須
田
博

＊
エ
レ
ク
ト
ー
ン
〈
岩
田
電
（
理

２
３
１
５
〉
＊
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
〈
門
井
登
（
記
）
６
７
５
４
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
取
り
扱
い
品
日
用
雑
貨
等
の

耐
久
消
費
財
で
す
。
衣
類
、
自
動

車
、
生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

背
山
陽
子

高
橋
喬

松
浦
白
梅

萩
谷
日
出
夫

浅
井
嶽
播

公
手
孝
嗣
ぜ
い
そ
ん

和
田
正
邨

山
口
魁

田
中
栄
太
郎

な
鐘
つ
ぐ

有
馬
尚
二

須
田
利
夫

豊
島
春
太
楼

、 ノ

ノー手－－、

ひ

ろ

11露

市
厩
側

－

民
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麺
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
清
掃

同
制
凹
枢
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
川
時
墹
分

圃
鬮
凹
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場
（
雨
天
中
止
）

一

〃
一
人
ひ
と
り
の
力
で
き
れ
い

な
手
鏡
沼
へ
〃
を
テ
ー
マ
に
、
狸

月
３
日
（
且
、
第
５
回
「
手
鐙
沼

危
険
物
災
害
の
防
止
と
危
険

物
の
貯
蔵
・
取
り
扱
い
の
安
全

を
呼
び
か
け
る
標
諸
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格
ど
な
た
で
も
自

由
に
応
募
で
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法
ハ
ガ
キ
（
１
枚

に
つ
き
標
鐇
１
点
）
に
郵
便
番

f平成8年度危険物安全週間
、

穏謁大葛畠
号
、
住
所
恥
部
年
齢
性

別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
哩
月
”
日
（
水
・
必
着
）

ま
で
に
〒
１
０
５
束
京
都
港
区

虎
ノ
門
２
の
９
の
猫
日
本
消
防

会
館
５
階
、
（
財
）
全
国
危
険
物

安
全
協
会
内
危
険
物
安
全
週
間

推
進
協
議
会
垂
０
３
（
３
５
９

７
）
８
３
９
３
へ
（
応
募
作
品

は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
記

入
事
項
に
不
備
が
あ
る
場
合
は

無
効
と
な
り
ま
す
）

▼
選
考
方
法
関
係
行
政
機
関
．

学
餓
経
験
者
等
に
よ
る
標
語
選

考
委
員
会
の
厳
選
な
る
審
査

▼
賞
金
（
品
）
＊
最
僅
秀
（
１

点
）
：
加
万
円
＊
優
秀
（
１

点
）
・
雫
・
加
万
円
＊
優
良
（
加

点
）
：
・
１
万
円
相
当
の
記
念
品

※
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
予
防

課
垂
（
鍵
）
０
１
１
９
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
溝
掃
」
を
実
施
し
ま
す
。

手
賀
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

保
全
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
清
掃
活
動
を
通
じ
、
自

然
と
ふ
れ
あ
い
、
「
手
鏡

へ
沼
の
浄
化
・
水
の
大
切
さ
」

鐸
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く

手
た
め
の
も
の
で
す
。

噂
清
掃
終
了
後
は
、
参
加

しれ
者
に
よ
る
ジ
ヤ
ン
ケ
ン
大

璋
会
な
ど
も
行
い
ま
す
の

力
で
、
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご

”
参
加
く
だ
さ
い
。

皿
網
措
時
淵
蝿
繩

一
▼
集
合
場
所
手
黄
沼
公

園
多
目
的
広
場
雨
天
中

止
）

◆

ー--.-－一

▼
清
掃
コ
ー
ス

＊
ふ
る
さ
と
コ
ー
ネ
・
手
蛍
沼
公

幽
か
ら
根
戸
新
田
ま
で

＊
う
る
お
い
コ
ー
ネ
・
・
手
賀
沼
公

圃
お
よ
び
沿
岸

＊
ふ
れ
あ
い
．
ｉ
ネ
・
・
手
斑
沼
公

園
か
ら
展
望
広
場

▼
服
装
お
よ
び
持
参
す
る
物
蒲

掃
作
業
が
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

軍
手
な
ど

▼
参
加
方
法
直
接
、
手
没
沼
公

悶
多
目
的
広
場
に
お
集
ま
り
く
だ

き
い
・
（
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
）

※
参
加
者
に
は
、
参
加
記
念
品
を

進
呈
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課
云

（
錨
）
１
１
１
１
内
線
５
６
８

F

’○

ア
ン
サ
ン

ｎ
月
１
日
永
）
、
韓
国
、
安
山

ｆ
ｌ
カ
ン

市
都
市
開
発
支
援
事
業
所
の
李
康

》
オ
ン
元
ざ
ん
を
団
長
と
す
る
一
行
７
名

が
「
我
孫
子
市
の
ゴ
ミ
処
理
と
リ

サ
イ
ク
ル
状
況
」
を
視
察
す
る
た

め
当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

環
境
問
題
で
活
発
な
意
見
交
換
を

韓
国
安
山
市
「
我
孫
子
式
集
団
回
収
」
を
視
察

W!

あ

び

席
上
、
福
島
浩
彦
市
長
（
写
真
）

が
歓
迎
の
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
担

当
聯
員
を
交
え
て
、
首
都
近
郊
に

位
壷
す
る
両
市
の
都
市
整
備
、
教

育
・
福
祉
施
設
財
政
計
画
な
ど

街
づ
く
り
全
般
に
つ
い
て
意
見
交

七
都
県
市
（
千
葉
県
・
東
京

都
・
川
崎
市
等
）
で
は
、
平
成

８
年
１
月
ま
で
「
率
を
減
ら
し

て
き
れ
い
な
青
空
に
」
を
テ
ー

マ
に
〃
ぐ
る
つ
と
青
空
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
〃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

冬
は
上
空
の
暖
流
と
地
表
の

冷
気
を
閉
じ
込
め
る
屑
（
逆
転

ぐ
る
つ
と
青
空
キ
ヤ
シ
ベ
ー
シ
セ
実
施

｜ ’こ
参加してみませんか ／~、

水
曜
日
は
車

あ

地域IﾉﾊビIj教室れ

一
」 換

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
弱
年
か
ら
リ

サ
イ
ク
ル
雛
築
型
社
会
を
め
ざ

し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
査
源
化

を
職
極
的
に
推
進
し
て
い
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学
。

最
終
処
分
場
を
持
た
な
い
満

掃
行
政
を
す
す
め
る
本
市
の
、

公
害
や
廃
乗
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
問
題
に
対
応
で
き
る
焼

却
灰
溶
融
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン

ト
等
の
施
設
に
高
い
関
心
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

視
察
終
了
後
、
市
民
会
館
で

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
研

修
の
成
果
や
お
互
い
の
友
好
を

温
め
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
障
害
を
持

つ
方
の
健
康
や
体
の
機
能
を
維
持

向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
地
域
リ
ハ

ビ
リ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所
＊
旭
月
４
日

（
月
）
保
健
セ
ン
タ
ー
＊
Ⅷ
日

（
月
）
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

＊
咽
日
（
水
）
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ

ー
＊
旧
日
（
月
）
新
木
近
隣
セ
ン

タ
！
：
い
ず
れ
も
午
後
１
時
釦
分

届
）
が
で
き
や
す
く
、
１
年
で
最

も
大
気
が
汚
れ
る
と
き
で
す
。

車
は
仕
事
・
生
活
・
ヒ
ン
ヤ
ー

等
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
便

利
な
乗
り
物
で
す
が
、
車
か
ら
出

る
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素
酸
化
物
等
）
は

空
気
を
汚
す
大
き
な
原
因
の
ひ
と

つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

にれ
凸

乗
ら
な
い
Ｄ
湯
Ａ
ィ
Ｙ

か
ら
３
時
（
受
付
は
１
時
）
＊

加
日
（
水
）
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
：
、

午
前
、
時
鋤
分
か
ら
正
午
（
受
付

は
、
時
）

▼
対
象
市
内
在
住
の
障
害
を
持

つ
方
及
び
如
歳
以
上
で
連
動
不
足

の
方
（
参
加
変
無
料
）

▼
申
し
込
み
当
日
各
会
場
で

※
詳
し
く
は
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
壷
（
認
）
０
１
４
１
へ

た
こ
と
か
ら
特
に
毎
週
水
峨
日

を
車
に
乗
ら
な
い
、
錘
ｒ
と
し
、

通
勤
等
に
は
公
共
交
通
機
関
を

利
用
す
る
な
ど
し
て
車
を
ひ
か

え
、
少
し
で
も
空
気
を
き
れ
い

に
す
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

鵜
伽
囎
群
融
蹴
「
ヤ
ン
バ
ル
の
鳥
た
ち
Ｌ

ヤ
ン
バ
ル
の
童
璽
な
自
然
を
紹
介

烏
の
博
物
館
で
は
、
第
鵡
回

企
画
展
「
沖
縄
の
野
鳥
展
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｔ
、
ヤ
ン
バ
ル
の
烏
た
ち
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ヤ
ン
バ
ル
（
山
原
）
と
よ
ば

れ
る
沖
縄
島
北
部
は
、
ヤ
ン
ベ

あ
び

、_ノ
こ
あ

ル
ク
イ
ナ
な
ど
、
こ
の
地
域
だ

け
に
生
息
す
る
蛍
重
な
鵬
た
ち

の
宝
庫
で
す
。
こ
の
森
が
、
人

間
の
生
活
圏
の
拡
大
に
よ
り
、

年
々
狭
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
日
中

で
も
薄
暗
い
ヤ
ン
バ
ル
の
森
を

再
現
し
、
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
な
ど
の

烏
た
ち
の
生
活
を
臨
場
感
豊
か

に
観
察
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
↑
あ
機
会
に
ヤ
ン

パ
ル
の
自
然
に
触
れ
壷
人
間
と

自
然
の
関
係
を
、
も
う
一
度
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
間
哩
月
幻
日
（
水
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館

壷
（
弱
）
２
２
１
２

れ
/1996年版

尋貫圏ｶﾚﾝダF，
を無料で酉己布します

／
こ

れ

ク
リ
ー
ン
手
焚
沼
推
進
協
識
会

で
は
、
今
年
も
手
斑
沼
浄
化
の
願

い
を
込
め
た
妬
年
版
手
蛍
沼
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
手
鎚
沼

写
其
コ
ン
ク
ー
ル
全
応
募
作
品
２

３
１
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
作
品

通
点
）
で
、
ど
の
作
品
も
手
斑

沼
の
真
の
美
し
さ
を
物
語
る
も
の

ば
か
り
で
す
。

市
で
は
、
今
日
か
ら
手
寅
沼
カ

レ
ン
ダ
ー
を
次
の
と
お
り
、
無
料

配
布
し
ま
す
。

▼
配
布
場
所
・
配
布
日

般
近
、
地
域
の
環
境
や
美
観

を
楓
な
う
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

空
き
地
や
山
林
、
農
地
を
は

じ
め
、
河
川
敷
や
腱
業
用
水
路

等
に
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
テ

露
籔
は

似
月
は
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

乏株坐銅v>f
I蛎あ

び
こ
あ

Iご肉｡色8口

j●…
…◆…

－＝ロロー
の●ーﾜヮ

夕凶

レ
ビ
や
洗
た
く
機
、
冷
蔵
庫
（
写

真
）
な
ど
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い

る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

は
、
法
律
に
よ
り
処
罰
の
対
象
と

な
り
、
厳
し
く
嗣
せ
ら
れ
ま
す
。

｜
市
で
は
、
狸
月
中
、
特
に
夜

間
・
早
朝
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

防
止
に
務
め
ま
す
。

環
境
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
乗
等

で
お
困
り
の
方
は
、
生
活
環
境

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
生
活
理
境
課

垂
（
師
）
０
０
１
５

れ
こ
れ
一

め
ま
し
よ

＊
環
境
保
全
課
（
市
役
所
西
別

館
２
階
）
。
：
廻
月
１
日
（
金
）
と

４
日
（
月
）

＊
つ
く
し
野
・
湖
北
・
湖
北
台
。

布
佐
支
所
…
哩
月
１
日
（
金
）
の

み＊
根
戸
・
天
王
台
北
。
新
木
・

布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
！
：
哩
月

１
日
（
金
）
の
み

▼
配
布
時
間
＊
午
前
の
部
：
、

午
前
８
時
鋤
分
か
ら
正
午
＊

午
後
の
部
…
午
後
１
時
か
ら
４

時
訓
分
完
だ
し
、
近
隣
セ
ン

タ
ー
は
開
館
時
間
内
に
限
る
）

▼
注
意
各
配
布
窓
口
と
も
電

話
で
の
予
約
お
よ
び
郵
便
で
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
配
布
時
間
内
で
も
規
定
部

数
に
達
し
次
第
、
カ
レ
ン
ダ
ー

の
配
布
は
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

壷
（
妬
）
１
１
１
１
内
線
５
６
８

１
１
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｜雲幽量
||－|’’いけだももこ

池田桃子ちゃん
（天王台･1歳8か月）

し日時12月3日(日)午後2時似職種・定員臨時保母、若干名

し場所手賀沼親水広場水の館し資格保田資格を有する50歳位

似テーマこれからの環境保護とまでの健康な方

市民運動似勤務時間・賞金午前8時30分

し講師池谷泰文（日本生態系保から午後5時、日給･･･6600円

護協会会長）し申し込み．問い合わせ履歴書

ウ

＞参加費無料（写真貼付）に資格証明書（写し）
あしぷえ

※コーラス「葦笛」の皆さんが手を添付し、児童保育課保育係云

賀沼をつづった歌を披露します。（85)1111内線322へ持参。

惨問い合わせ星野盃(88)0001

1－.(新木｡'歳3か月）

a回国回
シ募集人員30名（男子も可）

医曰時12月16日(土)午後4時45伝募集黄格高等学校卒業（見込

傍日程平成8年1月19日(金)か分から7時（雨天・曇天の場合はみ）の方◎第76団…1日体験入団および説

I ’ら22日(月)まで屋内に変更）し出願期限12月1日(金)から平明会
炉曰時12月9日(土)午前g時30

分から11時30分（参加費無綱）

し場所湖北地区公民館

抄内容①折り紙②おはなし会入

語りrつるのよめさま」⑧ベーゴ

マ、メンコ④将棋、オセロ

傍持参①は折り紙、ハサミ、の

り

し問い合わせ湖北地区公民館壷

(88)4433

．親子でクリスマスクッキング

（トミリア・ケーキ作り）

し日時12月9日(土)午前10時か

ら午後0時30分

侯場所中央公民館

腰対象小学生とその保護者

シ定員16組（2人1組）先着順

陰参加蚕1組700円

し持参エプロン、三角巾、ふき

ん1極上履き（小学生のみ）

倖申し込み・問い合わせ電話で

中央公民館母(82)0515へ

国 國国｡
校1年生から高校3年生までに該

当する児童・生徒
I
L

I

伝問い合わせ宇野盆(88)0619

⑳⑤⑨⑳息

凸期間12月5日(火)から19日4148円、セブンイレブン湖北台店

(火）（ただし、土・日曜日を除く）様から7465円、専修大学経済学部

たぃjj

1時30分、開演･…2時課査(85)1111内線538佐久間武勇様（新木野）から5000

シ場所 市民会館
こ‐びIユう

胡美芳、我孫子バッハ研

円、池田1F明様（岡発戸）から46

82円の寄付がありました。

１
１

▲

’ ※昨年参加した方を除くぷる、ブックス湖北、恵泉書房惨申し込み．問い合わせ当日、野）から簡易マザーズホーム「ひ

し参加愛600円（材料代含む）伝問い合わせあびこ市民クリス直接、県福祉人材センター壷043まわり園」にと療育用遊具の寄贈

修日時12月15日(金)午後2時か

ら4時（参加費無料）

し場所市民プラザ(会議室1）

しテーマいきいきと美しく毎日

を過ごすために

陰講師宮腰由紀子

厩対象一般消費者

シ定員30名（先着順）

腰持参筆記用具

伝申し込み・問い合わせ電話で

市民生活課盆(85)1111内線329

固口回固 肖費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
酉害相談＝寿市民センター13:30～15:00
崖康相談＝つつじ荘10:00～11:30

｢しめ飾り」係壷(88)“33へ ”市役所閉庁(一部の施設は除く）

仁募集人員幼稚部年少組(3．4

歳児)･･･2名、同年長組（5歳児）

－力堂3階）若干名

’ ’
し内容腹話術、バレエほか（第似出願期限12月8日(金)から15

四小学校合唱部の皆さんも出演）日(金)まで

伝曰時12月10日(日)開場…午後し参加賛500円（抽選券付き）※入学選考日等詳しくは、同校幼・

1時30分、開演･…2時’申し込み・問い合わせ電話で小学部壷03(3943)5421へ

朕場所湖北地区公民館社会福祉協議会盃(84)1539へ

F③②②⑳。⑬⑭－け出演ソ
升

プラノ･･･ｲ錘圭子、テ ’
1

’ろく

｜＊ﾙ…弥勒忠史､‘さ…大久保
し日時12月13日(水)正午から午

後4時（雨天決行）

し場所第1会場･JR成田線湖

北駅北口広場、第2会場･･･湖北台

中央公園（両会場とも野菜が売り

切れしだい終了します）

し問い合わせ東葛飾躍業改良普

及センター、担当安原盆(44)8115

両

ﾛ 少曰時12月23日(祝)開演…第1

回午前10時、第2回午後1時30分

ヶ入場料1000円（全席自由)､18

00円（親子券）

し入場券発売所平賀書店、荒井

書店、ブックススズキ、石川舂光

堂、あびこサービスセンター、レ

コードあつぶる、ポピー、市民会

館内売店ひろがり、画鑿館湖北台

布佐分館、中央公民館、柏そごう、

柏高島屋、取手とうきゅう

し問い合わせ教育委員会社会教

育課壷(85)1151

※乳幼児の入場は固くお断わりし

ます。

１
－

1

卜

’月8日までに電話で予約。1人50

’

』

0円）をご利用ください。

腰日時＊溌義…平成8年1月21

日(日)午前10時から午後4時＊実

習･･同年1月23日(火)から25日

(木)午前9時から午後4時

し場所千葉市文化センター

傷定員30名（先着順）

し参加費無料

伝申し込み・問い合わせ電話で

12月5日(火)から県福祉人材セン

ター公043(248)1294へ

灘
｡"

鐘
1

1 I 1⑰土

保育園臨時職員美しい籟沼を愛
する市民の連合会

(発会記念講演会）
市議会定例会を開催

平成7年第4回市議会定

例会は、12月12日(火)に開

会され、一般質問は12月18

日(月)から20日(水)までの

3日間を予定しています。

本会議は、どなたでも自

由に傍聴できます。

※詳しくは議会事務局狂

(85)1111ベお問い合わせく
-塞幸

ださい。

赤十字看護学生
天体観望会

ガールスカウト1日体験
入団および説明会ｽｷー 講習会,バｯジ検定

楽しく遊ぼう(譜灘）

都市計画下水道の案の縦覧

あびこ市民クリスマス・
阪神チャリティコンサート

古代米｢赤米｣わらによる
しめ飾り講習会

社会福祉施設等合同求人説明会

消費生活講座

1金
四
画
函

2土

ろ⑧

4月’
5火

6水

7木

8金

9土

1⑪⑧

金日曜当番医＝テレホンサービス

|画休日救急歯科診漂日=休日救急歯科診畷所(市民会館内)9;00~11:30
1画結婚相談=社会福祉協議会10:00~14:00
画特別人権･行政･消寅生活相談＝市民相談室10:00～15:00
童心配ごと相Z炎＝社会福祉協議会9:00～15:00

軍市民会館・市民図書館・鳥の|専物館休館
ずつつじ荘休館〃西部福祉センターー休館

毒法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

＝消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

可市民画塞館休館

直か不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
”健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

金市役所閉庁(一部の施設は除く）

豆日曜当番医＝テレホンサービス

毎休日叙急園科診展日=休日救急歯科診霞所(市民合館内)9:00~11：30

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
ずつつじ荘休館”西部福祉センター休館

毎消費生活相談＝市民相談室10:00～15700
毎健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

の消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
画税務相談＝市民相談室10;00～15:00(予約制）
画酒害相談＝保健センター13:30～15:00

霞､市役所閉庁(－部の施設は除く）
言，家庭の日

交通事故

･心配ごと

‘市民会館
画つつじ荘

消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
談＝保健センター9:00～15:00

市民図書館・鳳の博物館休館
館”西部掴祉センター休館

平成8年度幼児
i学校
･児童

第4回歳末助け合い
r福祉フェスティバル」

12．1『0ガラコンサート
rオペラにみる愛と哀しみ。

ﾌﾚｯｼｭ野菜野外直売店
冬休み劇場ミュージカル
rトム・ソーヤ物語」

社会福祉施設就労
入門講座r短期コース」

茶道連霊月釜

巳曜当番医｡1週間の行事
ﾃﾚﾎ>ﾉｻービｽB(85)1繩


